
　この度平成15・16年度画像工学同窓会

会長を指名されお受けしました。私どもが入

学した昭和32年当時は教養課程が稲毛校舎、

専門課程が松戸校舎の時代で、教養課程で 

必須単位を落とすと毎週稲毛へ通わなけれ

ばならず大変な苦労でした。但し現在の様

に4年で卒業できるのは6～7割という時代で

はなく、そこそこ真面目に授業に出ていれば

卒業させてもらえ、しかも就職は学生側が好

きな会社を選べるよき時代でした。 

　実習はまだ活字の鋳造、文選植字、写真

版は湿板が残っていました。その当時から考

えると最近の技術進歩は非常に早く、我々ア

ナログ時代に教育を受けた者にとってデジタ 

ル時代の技術知識にはついて行くのがやっ

との思いです。 

　技術が進んでも写真・印刷産業（分類す

ることが時代遅れかも知れませんが）に関わっ

ている者にとって基本的な流れは殆ど変化

していません。ただ確実にいえることは業種

間の垣根がなくなって誰でも簡単に写真・印

刷物が作れる様になってきました。しかし素

人が簡単に事業としてやって行くのにはまだ

まだ難しい部分がかなり残っていて、我々ア

ナログ人間がいまだに活躍出来る場所があ

るのです。 

　若い人達はもっと同窓会に参加して先輩

達の苦労話を積極的に聞くべきだと思いま 

す。将来色々な場面で苦しい時、先輩に聞

いた話が必ず役立つ時があると思います。

是非時間を作って総会に参加して下さい。

何か得るものがあると思います。今年の総会

開催日は、画像に関連のある展示会期間中

に決めました。多数の方の出席をお待ちして

います。 

総会の前の時間に下記の技術講演会を開催します。自由に語って

頂ける気楽な講演会です。是非、お誘い合せの上、ご参加ください。

今回は国際グラフィックアーツ総合機材展IGAS2003の開催時に

同じ場所にて講演会を開催することになりました。機材展に参加と

同時に技術講演会に参加いただけますようご案内申し上げます。

なお、ご参加の有無を同封の振り込み用紙に記入の上送付ください。 

記 

日 時  

テ ー マ  

場 所  

参 加 費  

ごあいさつ 
平成15・16年度画像工学同窓会会長 

画像工学同窓会第4回技術講演会のお知らせ 

昭和36年卒　岩田 克彦 

■ 

： 

： 

： 

： 

2003年9月27日（土） 14:30～16:40 

『21世紀の画像技術を語る～第3弾～』 

東京ビッグサイト会議棟701会議室 

無　料 

平成１５年度の定時総会および懇親会を下記のように開催いたしま

す。今回は多くの方に参加いただけるよう４年ごとに開催される国

際グラフィックアーツ総合機材展IGAS2003の開催とあわせて総会

および懇親会を開催することになりました。是非、皆様お誘い合せ

の上、ご出席くださいますようご案内申し上げます。 

記 

開 催 日  

総 会  

議 題  

 

懇 親 会  

場 所  

 

会 費  

総会・懇親会のお知らせ 

： 

： 

： 

 

： 

： 

 

： 

2003年9月27日（土） 

17:00～17:30 

平成14年度事業報告、会計報告 

平成15年度事業計画、予算案 

17:30～ 

東京ビッグサイト 

会議棟702会議室 

5,000円 ※当日お支払いください。 

●講演（1）「ブロードバンド・ユビキタスネットワーク社会の展望～いつでもどこでも～」 
　日立製作所中央研究所ネットワークシステム研究部部長　三村　到（昭和59年院卒） 

●講演（3）「電子ペーパーの実現を目指して」 
　千葉大学工学部情報画像工学科教授　北村孝司（昭和47年院卒） 

●講演（2）「クリティカル・ポイント・フィルター技術利用によるディジタル・コンテンツ制作」 
　（株）モノリス副社長　秋吉信雄（昭和49年院卒） 

高速インターネットアクセスが広く利用可能になってきました。今後は、どこでも、だれで
もが簡単に使えるようなユビキタスネットワーク社会の到来が予感できます。本講演で
は近未来のユビキタス情報化社会のイメージや技術展望をご紹介します。 

目に優しい薄膜表示媒体である電子ペーパーの研究開発が進んでいます。電子ペーパー
技術の概要と今後の展開について述べます。 

非線型数学応用Homotopy理論によるまったく新しいCG技術とそれを用いたコンテン
ツを紹介する。この技術はモーフィングに似ているが全く異なる技術で、例えば、ある木
の４枚の四季の写真があれば四季を通してのその木の自然な変化が再現できます。マ
ネの絵から全然違うモネの絵に自然に変化させることもできます。 

※出席される方は、同封の振り込み用紙の出欠欄にご記入の上、 

　9月10日（月）頃までには到着するようにお早めにお申し込みください。 

http://www.bigsight.jp/access/access_c/index_c.html

●東京ビッグサイト 
〒135-0063 東京都江東区有明3-21-1 
交通：ゆりかもめ「国際展示場正門」駅下車 
　りんかい線「国際展示場」駅下車 



コース制とカリキュラムの変更 
　これまでの画像工学科は、画像材料工学コー

スと画像システム工学コースの２コース制をとり、

画像工学に関する専門教育にあたっていました。

画像工学科と情報工学科が融合して情報画像

工学科となった後は、情報工学コースを加えて、

３コース制の学科となりました。 

　今年の３月には、「情報画像工学科の入学試験」

を受けて入学した学生の最初の卒業式を迎え

ました（１年前の卒業生は、特殊事情により、「画

像工学科の入学試験」を受け、情報画像工学

科の学生として卒業しました）。ここに至り、情報

画像工学科のすべての学生が、情報画像分野

の教育内容をバランスよく学ぶことをめざして、コー

スの壁をなくすことを検討中です。これによれば、

どの学生も、興味のある研究を行っている教官

の指導のもとでの卒業研究を、現在あるコース

制の壁を超えて同じ条件で希望できることになり

ます。これにともない、これまでコース毎に設定さ

れていたカリキュラムを統合し、科目を精選して、

“情報”“画像”“マテリアル”を融和させた教育

プログラムとすることを検討中です。 

 

教官異動等 
　　　甘利武司先生：印刷材料工学の権威と

して情報画像工学科を牽引してこられた甘利先

生は、昨年１２月１２日、６０歳の若さでご逝去され

ました。ご冥福をお祈り申し上げます。 

　　　田中恒雄先生：都市環境システム工学

科の設立のため移籍された後も、引き続き情報

画像工学科の卒業研究生の指導にあたられて

いた田中先生は、本年３月末日をもって定年退官

されました。 

　　　堀内隆彦先生：本年４月１日付けで像変

換工学教育研究分野に助教授を迎えました。 

椎名達雄先生：光工学教育研究分野に、近々

新しく助手として着任される予定です。新任の

お二人の先生方のご活躍が期待されます。 

 

受 賞 
小寺宏曄先生：像変換工学教育研究分野の小

寺先生は、これまでデジタル画像システムの理論

とアルゴリズムについて幅広く革新的に貢献し

てこられたことに対して、本年５月１４日、アメリカ

画像科学学会（Society for Imaging Science 

and Technology）からFellowの称号を授与さ

れました。おめでとうございます。 

　当研究室の構成員は、学部学生４名、大学院

修士課程学生７名、大学院博士課程学生１名、

および研究生１名となっています。研究のキーワー

ドは薄膜と界面の電子プロセスであり、界面の特

異な相互作用を利用して、新規な画像の形成法、

界面静電気現象の解明、固体界面反応を利用

した新規ナノ構造材料や新規化学プロセスの

創生に取り組んでいます。 

　具体的には、（1）均一系あるいは不均一系触

媒反応を利用して透明基板上に顔料膜の高精

細画像や導電パターンを形成したり、pn有機傾

斜接合・均一混合接合を形成する、（2）水や酸

素といった環境物質の影響を考慮した摩擦帯

電モデルを構築する、（3）有機/無機ハイブリッド

接合を用いた空中窒素固定反応の発見とその

機構解明、（4）電池反応を利用した有機-無機

ハイブリッド材料の創生、（5）ナノワイヤーの新規

形成法とデバイスへの展開に取り組んでいます。 

　いずれも画像材料の研究に端を発しています

が、上記（3）のような“情報画像らしからぬ方向”

に展開したものもあります。しかしながらこのテー

マは、NatureのWebサイトや、英国一般新聞

T h e G u a r d i a n 、そしてC h e m i c a l &  

Engineering Newsに取り上げられるほど科学

的重要性が高いので、学科の諸先生方にご理

解をいただいている次第です。 

　今後ともイメージングを中心としたマテリアル

研究および教育に邁進致しますので、ご指導ご

鞭撻をいただければ幸いです。 

■ 

■ 

星野研究室 
研 究 室 紹 介  

　近年、レーザーの需要は情報通信や医学や

材料加工、また、物性研究や化学合成・分析等

の産業分野から理学応用まで、急速に広まって

います。これまでのレーザーというと、専門家が

経験を生かして精密に調整する、高価でデリケー

トな装置、というのが一般的な印象でしたが、最

近では、知識の全くないユーザーでも簡単に使

えるものへと大きく今進化しています。 

　本研究室では21世紀のレーザーのあり方を

考え、新時代のレーザーを生み出そうと研究を

進めています。われわれが新時代のレーザーと

して提供するのは、 

大学便りについて 
大学の話題を積極的に優先的に掲載して下さい

という会員の方のご意見がありました。このご意

見の「大学」という言葉は「大学全体の様子」と

いう意味ではなく、「画像工学関係の大学内での

教育と研究の現状」ということだそうです。そこで、

「大学便り」では、教育という観点から、情報画像

工学科（画像系）の話題を立田教授（特別会員）

にお願い致しました。また、研究という観点から、

最近、文部科学省関係の「中型の科学研究費補

助金」などを複数獲得された３人の特別会員の

先生に研究自己紹介をお願い致しました。 

■ 

尾松研究室 
研 究 室 紹 介  

大 学 便 り 

訃報  

新任  

退官  

学科の近況 
情報画像工学科 

●より高機能に…レーザー自身が環境変化を

学習し、その環境に自らが適応させる自己組

織化インテリジェントレーザー 

●より小型に…物質の自己組織化現象を多角

的に利用したインテリジェント光ナノエレクト

ロニクスデバイス 

●よりフレキシブルに…波長可変ディスポーザ

ブルプラスティックレーザー 

立田 光廣 

です。これらの最終目標に向けて基礎から応

用研究まで幅広く研究活動を行っています。 

 

研究のモットー 

明るく楽しく研究すること。ビールと歌があれば

世界中どこでも誰とでも仕事ができる。をモットー

に、東京大学、筑波大学などの国内の大学から、

インペリアルカレッジ(英国)、マッコリー大学（オー

ストラリア）など海外の大学とも積極的に国際

共同研究を行っています。また、これらの海外

国際共同研究は日本学術振興会二国間共同

研究に認定されています。 

■ 

小林（範）研究室 
研 究 室 紹 介  

（１）光電機能ナノ組織体の構築と画像デバイ

スへの展開 

　DNA等構造規則性分子と導電性高分子、

光触媒がナノレベルで複合された高次組織体

を構築し、表示デバイスとして機能することを見

いだしました。像“情報”も伝達できる生命“情報”

伝達材料としての新たな活用・開発を目指して

います。 

（２）高電荷輸送性ポリペプチド液晶の開発と

新規Imaging 

　剛直なバネ状主鎖構造を持つ電荷輸送ポリ

ペプチドを液晶化し、主鎖を電場に平行に配

列することで高い移動度が発現されることを明

らかにしました。また電場により透明白濁応答

を繰返すため新規Imagingへの展開も図れる

と考えております。 

（３）電気化学反応を利用した新規Imaging

方式の開発 

（４）特徴ある光電機能有機薄膜の作製と物性 

最近の特記事項 

●J.Mater.Chem.誌、2001年7月号表紙に研

究内容掲載されました。 

●日経新聞、日経産業新聞、2002年7月8日に

研究内容掲載されました。 

●DC学生がKJF2002（仙台2002年10月22日）

でBest Poster Award受賞しました。 

…編集担当から 



■ 

■ 

大 学 便 り 

大野 隆司 

田中恒雄先生ご退官 

 

甘利武司先生のご冥福を 
お祈りいたします 

平成6年卒　鈴木 健司 

　平成10年の工学部改組の際に画像工学科

から都市環境システム学科に移動なされた田

中恒雄先生は、平成14年3月にご定年となり退

官されました。 

　先生は、38年間という長い期間、印刷工学科、

画像工学科および都市環境システム学科にて

教育研究に従事され、印刷画像工学とくにイン

キの浸透などに関する多くの研究成果を上げ

られました。 

　3月13日には画像系の教職員による送別会

を行いました。 

　なお、先生は現在も日本印刷学会技術委員

会の委員長を続けられご活躍なさっておられま

す。 

水澤伸也先生 
「勲三等瑞宝章」受章、 
お祝いの会が 
開催されました。 

勲三等瑞宝章をお付けになった水澤伸也先生 
（平成14年12月15日撮影） 

　水澤伸也先生は平成１４年１１月３日秋の生

存者叙勲において勲三等瑞宝章叙勲の栄に

浴されました。この叙勲は先生の長年にわたる

教育・研究・社会的活動等における顕著なご

功績に対して与えられたものであります。 

　先生は昭和２４年３月東京大学第二工学部

応用化学科卒業、昭和２７年３月同大学院前期

課程修了、同年４月千葉大学助手工学部に採

用され、助教授、教授を経て平成２年３月３１日

定年により退官され、同年４月千葉大学名誉教

授の称号を受けられました。 

　先生に直接お教え頂いた卒業生を中心とし

たお祝いの会が平成14年１２月１５日、KKR 

HOTEL TOKYO（竹橋会館）で開催されま

した。昭和２９年卒業の野田栄三様から平成２

年卒業の生澤豊様まで６０余名が出席されまし

た。数名の卒業生から先生との想い出が話さ

れました。先生は終始和やかに、楽しそうに皆

様とお話しをされておられました。いつしか先

生の周りには先生との記念写真を希望する卒

業生の列ができ、先生は柔やかに愉しそうに卒

業生との記念撮影に応じておられました。先生

に昭和33年卒業の三位信夫様より卒業生から

のお祝いの品が贈呈され、先生のますますの

ご健康を祈念してお祝いの会は盛会のうちに

お開きとなりました。参加者は先生より受章の

記念品を頂き、先生と共に受章の喜びを分ち

合いました。 

2003年3月に社会へ巣立った卒業生・修了生の就職先をご紹介い

たします。本年度も厳しい状況の中、まだ多くの学生が就職活動に

奮闘しております。諸先輩方の暖かいご支援をお願い致します。本

年度の画像系の就職担当教官は、小寺宏曄教授・小関健一助教授

です。また、来年度は森田浩教授・羽石秀昭助教授が担当の予定で

す。（学科事務室 Fax.043－290－3490） 

工学部情報画像工学科（画像材料コース・画像システムコース）卒業生 
竹田印刷、東京個別指導学院、東芝ライテック、東レ、図書印刷、福岡

銀行、フジフィルムソフトウェア、エン・ジャパン、大塚商会、帆風、メタテク

ノ、リンテック、凸版印刷、日立システム&サービス、日立ビジネスソリュー

ション、日立電子サービス、日鐵住友金属 

［大学院修士課程進学先］千葉大学大学院（像科学専攻）、千葉大

学大学院（デザイン専攻）、東京工業大学大学院人間環境システム専

攻、北海道大学大学院医学研究科 

 
大学院自然科学研究科像科学専攻修了生 
Gongwell翻訳事務所、NTTアドバンステクノロジ、アルバックス、アンリ

ツ、イーピーエス、インターネット・ビジネス・ジャパン、エヌ・ティ・ティ・シス

テム技研、キャノン、シャープ、スタンレー電気、ソニーEMCS、リコー、レ

ンゴー、旭化成情報システム、共同印刷、大和総研、中日新聞社、凸版

印刷、日本IBM、日本エル・シー・エー、日本ラッド、日本経済新聞社、日

本電気、日立コミュニケーションテクノロジー、日立ハイテクノロジーズ、日

立製作所、半導体エネルギー研究所、富士ゼロックス、富士写真フィル

ム、富士写真光機 

［大学院博士課程進学先］千葉大学大学院博士課程 

■平成14年度卒業生修了生就職先 

　甘利先生の訃報に際し、心よりお悔やみ申し

上げます。 

　私は、画像工学科1期生として、卒業研究生

の頃から八年間先生にご指導を賜ったうえ、そ

の後も共同研究を通じて10年余に渡ってお世

話になっておりました。学生時代はもとより、社

会人となってからも、公私に渡る相談に快く乗っ

ていただき、私にとっては非常に大きな先生で

した。 

　先生は、研究に関して非常に厳格な方であ

りましたが、その一方、研究の場を離れると非

常に親しみやすい方でした。お見舞いに伺っ

た際も、研究室の学生さんのことをとても案じて

おられたことを印象深く覚えております。けっし

て怒っておられたわけではなく、研究の進捗状

況や研究内容の重要性、さらには学生さんの

将来のことについてまでもご心配なさっておら

れているご様子でした。甘利先生らしいな、と

強く感銘を受けました。同時に、私自身のことも

こうして心配して下さっていたのだなと思い、「私

もご迷惑をかけっぱなしでした。」と申し上げると、

満面の笑顔で「でも今、立派な素晴らしい仕事

をしているじゃないですか。」とおっしゃられまし

た。こういう広い心で私たちを見ていて下さっ

たのかと思い、胸が熱くなりました。このことは

つい昨日のことのように覚えております。 

　結局、それが先生とお話する最後の機会になっ

てしまいました。いまさらながら、非常に残念に

思いますが、先生のお言葉の一つ一つが私の

心に残っています。これからもご教示いただい

た事々を大切にして卒業生たちは頑張ってい

きますので、その変わらぬ広い心で、いつまでも

見守っていて頂けたらと思います。合掌。 

■ 



　去る4月19日、昭和51年卒業の同期会を開

催しました。我々の同期会としては卒業以来8

回目になります。皆、髪の毛の白さが増したり、

その他の変化で容貌は益々凛凛しくなって（自

己申告です）おりますが、大変楽しいひとときを

過ごしました。 

　特に今回は北村教授にたってのお願いをし、

大学での開催とし、新しい教室で最近の研究テー

マや大学の近況を伺うなど、大変内容の濃いも

のとなりました。卒業以来、大学を訪問するの

が初めてのメンバーもおり、懐かしい思いもつの

り、また木々が大きくなったのにびっくりしており

ました。 

　先生のご講演後、北京亭で「ニクイタメ」を

注文し「肉リャンコ」の掛け声も懐かしいまま、

昔ながらの味に舌鼓を打ち、西千葉・緑鮨での

宴会になだれ込んだ次第です。 

　その後は再会を期し解散となりましたが、生

憎の雨にもめげず、私を含め何人かは久々の

千葉の夜を賞味すべく、懲りないクラブ活動に

出発したのでありました。 

■ 

■ 

会 員 便 り 

昭和51年卒同期会 
昭和51年卒　湯本 好英 

卒後30年の同期会 

昭和45年卒　阿部 敬一 

印刷工学科 昭和45年卒 同期会 

　6月24日各講座の先生方を囲んでの同窓会

が開催されました。卒業後、全体で集まることも

少なく定年もそろそろ視野に入った頃ですがな

んとなく集まろうということになりラボショーが開か

れている期間に合わせ急遽同窓会開催を企画

して連絡のとれる人のみ連絡、当時の先生方に

も声をかけた結果、22人が赤坂の寿司店に集

合しました。 

　先生方は久保・荒井先生、廣橋先生、三位先

生、大野先生が参加されました。現在千葉大学

に残っているのは大野先生だけで時の経過にビッ

クリするばかりです。久々に青春の戻ったような

錯覚を覚えた、有意義な3時間でした。 

昭和44年写真工学卒同期会 

千葉大学画像工学同窓会 
関西支部総会報告 

昭和44年卒　外村 淳治 

　印刷工学科昭和４５年卒業組も、印刷を専攻

していたせいで、多くの人が印刷に関わりのある

仕事に携わっています。 

　私もその一人で、印刷関連の展示会や、印刷

業界の会合などで何人かの同期生と会うことが

あります。そのうち、（株）帆風社長の犬養さんが

中心になって１０年程前から連絡の取れる人達

数名だけでミニ同期会として年に１回ほど集まり、

飲んだりゴルフを楽しんだりするようになりました。

常連のメンバーは、犬養さん、私のほかに印刷技

術協会の山内さん、日立インターメディックス（株）

の高宮さん、（株）リコーの鈴木明さん、松本市

の精美堂印刷（株）社長の倉科さんなどです。 

　このミニ同期会の中で、「平成１２年は卒業し

てからちょうど30年になるので、全員に声を掛け

て卒後30年の記念同期会をやろう」という事に

なり、成り行きで犬養さん、千葉大学教授の北村

さんと私の3人で幹事をやることになりました。行

事としては第1部として昼のゴルフ、第2部として

夜の同期会ということで決まり、

日程も平成12年10月21日（土）

に決まりました。 

　まず、同期会の名簿を作ると

いうことで、千葉大学工学部の

同窓会名簿をベースにして北

村さんと私とで作成。卒業した

同期生は41名いましたが、既に

亡くなった坂井憲栄さんを除く

40名のうち38名の消息がつか

めました。蓑浦登美雄さんと遠

藤嗣夫さんの2人だけは未だに

消息がつかめていません。同

期会会場などはすべて犬養さんが手配してくれ、

３８名全員に案内状を発送しました。 

　ゴルフは6名だけの参加でしたが、夜の同期

会のほうは予想を上回る18名の参加申し込み

がありました。遠くは京都から重光さんや愛知県

から平井さんなど30年ぶりに会う懐かしい顔ぶ

れが集まりました。幹事役の北村さんも直前に米

国出張が入ってしまいましたが、成田空港から

同期会会場に直行し、参加予定者全員と綺麗

どころ二人が加わり大宴会（？）が始まりました。 

　30年を経て、お腹の出た人、髪が薄くなった

人白くなった人、ぜんぜん変わっていない人など

様々でしたが、大学時代の思い出話や、それぞ

れの近況報告などで会も大いに盛り上がり、そし

て最後は２次会へと流れていきました。 

　その後もミニ同期会を毎年開いていますが10

人程集まるような同期会になりました。卒後35年、

40年…と節目の年には大勢が参加できる同期

会を開き、より多くの元気な顔に再会できたらと思っ

ています。 

■ 

■ 

　7月12日土曜日、2003年度の千葉大学画像

工学同窓会関西支部総会は昨年度に続いて「コ

ンチキチン・コンチキチン」の祇園ばやしが響く

京都で開催されま

した。当初24名の

参加エントリーでし

たが27名と増加に

なりました。何故か

若い学生連中に

迎えられ不審に思

いつつ会場に入っ

たのですが隣の部

屋で立命館大学

の射撃部の集まり

があったためだと

判明しました。そ

の影響でやや狭い

部屋になりました

が昨年とは違って

東山に面してまた違った雰囲気でした。 

　東京からは中原大先輩・大野教授・中村印

刷雑誌編集長が参加されました。岩田会長か

ら前年度の会計報告があり承認されました。井

下元会長の乾杯発声で宴会が開始しました。

続いて大野教授から大学の状況報告がありま

した。昨年、参加されなかった人から京都で何

故ロシア料理なのか？の質問があり「キエフ」

の社長が研究生ではありますが同窓生である

ことからお願いしている事が説明されました。

余興では木下先生がロシア語で楽団とともにカ

チューシャを歌い会を大いに盛り上げてくれま

した。最後に一本締で総会は盛り上がった雰

囲気の中で終了しました。 

昭和44年卒　滝田 進弘 



会 員 便 り 

■ 

ナノサイズ材料の進歩 

平成6年卒　海下 一徳 近 況 報 告  

近 況 報 告  

近 況 報 告  

電子写真ってたいへんなんです 

平成11年卒　今井 良枝 

想像していた仕事と実際の仕事 

平成11年卒　深井 修次 

　就職して２年が過ぎ、早くも入社３年目に突

入しました。この２年間を振りかえって、あっと

いう間に過ぎた気がします。 

　入社して、はじめのころは、就職する前に自

分が想像していた仕事と実際の仕事との違

いに戸惑っているうちに過ぎて行きました。就

職する前、自分は研究開発をしたいということ

で就職しました。しかし、実際の仕事は研究

開発だけというわけではなく、それ以外に様々

なことをしなければならないことを知りました。 

　例えば、この春は、新人研修の技術に関す

る授業の講師をすることになりました。まだ、教

えるほど理解できている訳ではない内容を新

入社員に説明しなければならなくなりとても困

りました。入社後、いかに勉強が足りなかった

かを実感しました。ただ、このことで理解が深まっ

たことは良かったと思います。 

　今は入社３年目になり、ようやく会社に仕事

に慣れてきて、仕事の楽しさが分かってきたよ

うな気がします。これからも（これからは？）もっ

と勉強をして色々経験をして、少しでも世の中

や会社のためになる研究開発が出来たら、と思っ

ています。 

　なんか、話にまとまりが無い変な文章になっ

てしまいましたが…以上、近況報告でした。 

　私は、1990年に新制「画像工学科」第１期

生として入学しました。この学科の志望動機は、

高校の美術部で知ったシルクスクリーン印刷

がきっかけでした。当時は、個人がコンピュー

タで容易に画像作成・画像処理できるようにな

る一歩手前の時期でした。私は手作りの感じ

がする印刷方法が好きだったので、課外活動

のサークル等でスクリーン印刷ポスター作りな

どをしていました。 

　卒業研究は、画像システム工学講座の松

本和雄教授の研究室に配属となり、研究テー

マは、日野照純助教授のご指導のもと、ポルフィ

リン色素や当時世に出て間もない炭素材料フ

ラーレン類の電子状態の研究でした。大学院

（博士前期課程：像科学専攻、博士後期課程：

多様性科学専攻）でもフラーレン類の研究を

続け、1999年に博士の学位を得ることができ

ました。 

　その後、千葉大学電子光情報基盤技術研

究センターや名古屋大学物質科学国際研究

センターでの研究員としての勤務を経て、（株）

カーボン・ナノテク・リサーチ・インスティチュート

（略称：（株）CNRI、三井物産（株）出資会社）

に入社し現在に至っております。 

　現在の主な仕事は、社名どおり、カーボンナ

ノ材料に関する調査と物理・化学の実験です

が、安価な合成法や用途の開発についてもた

ずさわっています。私のたずさわっている物質

が「…の像形成には、この物質が欠かせない」

などと紹介されるように頑張っています。学部

時代は、一般的にはその用途が不明瞭だった

フラーレンやナノチューブ等の物質も、昨今の

IT産業発展に次ぐナノテクブームによって様々

な用途が期待され、大量生産がいままさに始

まろうとしています。 

　今後、画像産業のみならず情報関連産業

には、様々なナノ材料が大きく関わって来るは

ずです。それは、情報記録の超高集積化のた

めにはサイズダウンが必要条件なことと、軽量

化のためにはカーボン材料が有効なことが主

な理由です。ソフト面からの発展もこれまでど

おりあるとは思いますが、材料面からの進歩

がなければブレイクスルーは望めません。 

　同窓生の皆様には、フラーレンなどを含めた

新規のナノサイズ材料の今後に着目していた

だければ幸いです。 

　大学院を修了して、早や2年が経ちました。

現在、私は東芝研究開発センターで、液体トナー

電子写真の事業化を目指して装置を試作・研

究しています。 

　研究部門で比較的少人数で装置を作る、と

いうのは考えていたよりも大変なことで、材料

からプロセス、機械、電気電子と様々な分野の

専門家が集まって力を発揮しています。 

　そんな中、私は装置の画像処理部分を担

当しているのですが、画像処理だけを研究・

実装するというわけでもなく、様々なことを教え

ていただいています。また、様々な分野の専門

家が集まって、ということは、一つの専門分野

あたりの人数は少なく、部署には画像処理の

専門の方がほとんどいません。 

　とはいえ、私は、画像処理といってもデジタ

ル画像処理の研究ばかりでしたので、ハード

コピーの知識が乏しく、電子写真の知識とも

合わせ、大学のときにどうしてもっと勉強しなかっ

たのかと後悔の連続です。 

　ともあれ、千葉大学の画像工学の出身とい

うだけで、学会や関連会社に行っても通りがよ

く、大変助かっています。そして、千葉大の画

像の名に恥じない研究者になれればと思う、

今日この頃です。同窓の皆様には折にふれお

世話になることがあると思いますので、ご指導

よろしくお願いいたします。 

■ 

■ 

■ 

先輩、後輩あっての仕事？ 
平成2年卒　中村 幹 

　（株）印刷学会出版部で『印刷雑誌』の編

集をしている中村です。同窓生あっての私の

仕事を紹介します。大々先輩である当社社長

の山本隆太郎に読んでもらったら「呑む話ば

かりじゃねーか！」と言われてしまいましたが、笑っ

てお許しください。 

●2002年9月昼 

　日本橋を歩いていたら，偶然同期の沼倉雅

則に会う。先日、同窓会名簿の作成で行方不

明の同期の所在確認の依頼を彼にメールし

たら、すぐに知っている範囲で対応してくれた。

感謝。私の代は銀行などほとんど印刷と関係

ない企業に就職したものが多いのです。みん

な元気ですか？ 

●12月夜 

　甘利先生がお亡くなりになり、前夜祭に行く。

同期で甘利研だった，朝倉剛，飯島勝美、石井

和久、石井智之、川合一成に13年ぶりに再開

する。みんなおじさんどころか、すごくかっこよ

くなっていた。とても懐かしかった。不謹慎か

もしれないが，学校の先生のおかげで、懐かし

さに浸れることができた。 

●2003年2月夜 

　CD勉強会で、朝日新聞に入社した後輩の

佐方麻希子さんが参加してくれた。 

●4月夜 

　CD勉強会で、後輩の宮脇修三くん（今ご

ろは四国の実家の写真屋さんを継いでいるら

しい）がそのまた後輩の阪尾康史くんを連れ

てきてくれた。また6月には宮脇くんと同期の

鍋谷依子さんも連れてきてくれた。後輩が同

期や後輩を連れてくる。ありがたいことです。 

●6月昼 

　福島の日進堂印刷所の佐久間信幸専務の

ところに取材に行く。8年も前に一度取材に行

き、その時は夜にたくさんご馳走になった。今

回は、昼間の時間になってしまったため，一緒

に呑めず残念。 

●6月夜 

　今日は仙台出張。後輩の小幡秀樹くんと呑

む。彼はユーメディアという仙台で老舗の印刷

会社に入社し、今は品質管理でがんばってい

る。 

●たびたび 

　おそらく本会報の西部支部の原稿はメディ

アテクノロジージャパンの滝田進弘先輩が書

かれているのではないかと思う。西部支部の

会を訪れたときは、いつも幹事役で良くしてい

ただき，私は精神的に心強かった。最近は京

都から東京の勤務になられたそうで、ちょくちょ

くお世話になるようになった。同様に日本印刷

学会の中部支部の取材などで名古屋を訪れ

たときは、大日本スクリーン製造の永田嚴先輩

がいてありがたかった。地方や知らない人ば

かりの会合に出るときに、先輩がいると、これ

ほど安心することはないんですよね。 

（来年へつづく） 



◎この件でご意見等がございましたら平成１５

年度総会までに正田宛にＦＡＸ又は電子メー

ルでお願いいたします。 

芝葉印刷学部会資産を 
画像工学同窓会に寄贈する件 

画像工学同窓会監事　正田　章 

同 窓 会 か ら の お 知 ら せ 

３,０００,０００円 

６００,５６２円 

２９,５７５円 

３,６３０,１３７円 

定期預金 

普通預金 

現　　金 

合　　計 

●芝葉印刷学部会資産 

akira_shoda@ffgs.co.jp

正田章連絡先 

世代を超えた勉強会 
平成2年卒　中村　幹 

■ 

■ 

■ 

　現在、諸先輩方とともに、CD勉強会を行って

います。月1回（8月と12月は休み）、印刷関係

の一般教養や最新動向をテーマに、同窓会の

メンバー中心に十数人が集まって講師の話を

聞き，その後質疑・討論しています。 

　CD勉強会とは、千葉大学工業短期大学部

印刷科の先生方、卒業生、在校生が資金を出

しあって、神田にオープンさせた、喫茶店プリン

トピア「泉」での定期会合が発祥と聞いています。

一方的な講演、説明ではなく、討論を主体とし

ていたということで、毎回、熱弁が交わされてい

たそうです。内輪ではあるかもしれませんが、ク

ローズドではなく、来るもの拒まず（代わりに去

るものも追わず）の、あくまで自覚的、自主的な

気概をもった士が集まる手弁当の会合です（現

在，参加費1,000円）。この辺の件は、タイポロジ

の竹原悟さんやイーピーシーの松浦広さん、日

本アグフア・ゲバルトの草柳孝之さんらから聞き

ました。 

　学外の方から、よく「CD」って何？と聞かれる

のですが、Chiba-Daigakuのことだそうです。 

　6月は、五百旗頭 忠男さんから水なし印刷の

話を聞きましたが、いつもの倍くらいの参加人

数になり、先輩方の集客力の強さには敬服す

る時が多いです。また、これまでは私の先輩、

大先輩がほとんどだったのですが，最近では後

輩が少しずつ増えてきておりまして、さらに20歳

代もちらほらといたりして、われわれ同窓生の層

の厚さを感じます。 

　私は、ハイデルベルグ・ジャパンの一柳茂樹さ

んからCD勉強会の存在を聞き、8年ほど前から

顔を出すようになりました。仕事柄、いろいろな

方と出会えるので、現在は事務局のような形で

参加させていただいております。毎月、講師の

方を決めたり会場を手配したりとたいへんです

が、結構楽しんでやらさせてもらっています。現

在、毎月メールで案内させていただいています

ので、ご興味のある方は、メールいただけました

ら幸いです。 

工学部祭での催し 

　毎年11月のはじめに千葉大祭が開催されて

います。工学部では工学部祭が行われています。 

　平成14年度は第40回という節目と、学部長

の積極的な呼びかけもあって、多数の展示が

行われましたが、画像工学関係では、「ホログラ

フィー・ワークショップ」「新聞写真展示とその評

価」「食品を彩る印刷」の3つの催しが行われ

ました。 

　「ホログラフィー・ワークショップ」は、10年前

から継続されているもので、今や工学部祭の目

玉的存在となっています。最近ではこれを楽し

みに大学を訪れる近隣の方も少なくありません。

初期には、1・2年生が初めて作製したホログラ

ムや内外の著名アーティストによる芸術的作品

を展示する傍ら、ワークショップを行っていました。

理学部サイエンスプロムナードでのホログラム

常設展示開始後は、工学部祭ではワークショッ

プを主体として、小学生からご年配の方 ま々でじっ

くりと体験して頂けるようになり、参加者からは

大変喜ばれています。 

　「新聞写真展示とその評価」は、同じ写真が

掲載されている各社の紙面を取り寄せ比較評

価するものです。2000年は「五輪女子マラソン

のゴールシーン」、昨年は「ワールドカップでのロ

ナウド」の紙面などがとりあげられました。品質

向上の一助になればと、来場者によるアンケー

ト調査の結果は、紙面をご提供下さった各社に

報告されています。 

　「食品を彩る印刷」では、食品の包装材の印

刷について説明されました。関東グラビア協同

組合様のご協力のもと、切断前のロール状態

の印刷済軟包装材と実際の商品が並べて展

示されました。来場された一般消費者による「印

刷品質と納入基準」に関するアンケートの結果

は、日本印刷学会技術委員会の研究例会で説

明される予定です。 

　以上のような展示には、宣伝をしなくてもなぜ

か毎年、卒業生の皆様がなんとなくご来場下さ

り、ちょっとしたミニ同窓会の場にもなりつつあり

ます。11月は行楽の季節ですが、チャンスがあ

りましたら、変わりつつある大学の風景をご覧

がてら、大学に足を運んで下さいますようお願

いします。 

naka@japanprinter.co.jp
中村幹メールアドレス 

　1996年9月に画像工学同窓会が設立され、

その下部組織として千葉大学工芸写真会と芝

葉印刷学部会が存続してきました。この間、画

像工学同窓会は毎年総会・技術講演会・懇親会・

新卒者を励ます会等活動してきましたが、芝葉

印刷学部会としての独自の活動は出来ずに今

日にいたりました。今後も新入会者がいない等

を考慮しますと独自活動は難しいと判断し、歴

代の松島会長・古賀会長から引き継いだ芝葉

印刷学部会資産を有効活用する事を考え、画

像工学同窓会に寄贈することを平成15年5月

13日の幹事会に提案し、了承されましたので芝

葉印刷学部会の会員の皆様にご報告いたしま

す。 

「千葉大学・画像工学同窓会会報」は6号となりました。次号も来年、次回の

総会約1ヶ月前に発行予定です。本会報では次号の発行に向けて、皆様から

の原稿を募集しております。会員の皆様の同期会や近況報告、職場での集ま

りなどの様子を誌面の許す限り掲載していきたいと思っております。下記宛先

まで、お名前、卒業年をご明記の上、お送りください。多数のご投稿お待ちして

おります。なお、お送りいただいた原稿・写真等は返却できませんので、予めご

了承ください。また、掲載につきましては、編集担当にご一任くださいますようお

願い申しあげます。 

…編集担当から 

千葉大学画像工学同窓会 

〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町1-33　千葉大学工学部情報画像工学科内 

043-290-3479 幹事長：北村 

画像工学同窓会ホームページ 
http://image.tp.chiba-u.ac.jp/alumni/

▲
 

03-3572-2633

 

「会員便り」の原稿募集 
 

&

0001@faculty.chiba-u.jp 編集担当：岩崎 



北村　孝司（昭和45年） 幹 事 長  

豊田　芳州（昭和40年） 

犬飼　俊輔（昭和45年） 

小林　裕幸（昭和47年） 

副幹事長 

正田　　章（昭和39年） 

大沢　慎一（昭和41年） 

会計監査 

★＝責任者 幹 事  

新納由美子（昭和40年） 

横沢　佑治（昭和41年） 

星野　和夫（昭和47年） 

斉藤　了一（昭和58年）★ 

中村佐紀子（特別） 

庶 務  

大野　隆司（昭和40年） 

矢口　博久（昭和49年）★ 

会 計  

相良　頼巳（昭和39年） 

小関　健一（昭和48年）★ 

青木　直和（昭和50年） 

名簿管理 

戸田　文夫（昭和41年） 

滝田　進弘（昭和44年）★ 

花畑　雅之（昭和51年） 

関西支部 

井下　　廣（昭和15年） 

角田　隆弘（昭和15年） 

山本隆太郎（昭和18年） 

江越　壽雄（昭和22年） 

渡辺　一平（昭和24年） 

久保　走一（昭和26年） 

山司　康男（昭和29年） 

古賀健一郎（昭和29年） 

野田　栄三（昭和29年） 

藤田　　亘（昭和30年） 

松本　和雄（昭和30年） 

三位　信夫（昭和33年） 

土屋　元彦（昭和33年） 

古矢　泰一（昭和33年） 

山田　　渓（昭和33年） 

高橋　恭介（昭和34年） 

吉村　　実（昭和35年） 

田中　恒雄（昭和36年） 

日比野繁雄（昭和39年） 

顧 問  

湯本　好英（昭和51年） 

岩崎弥平次（昭和55年） 

岩崎賢太郎（昭和63年）★ 

中村　　幹（平成02年） 

柴　　史之（平成05年） 

海野　元弘（平成06年） 

編 集  

同 窓 会 か ら の お 知 ら せ 

■2002年度（平成14年度）事業報告 

総会・懇親会 

平成14年10月25日（金）午後6時からKKRホテル東京11階朱鷺の間において

豊田副幹事長の司会で開催されました。 

総会は、日比野会長の開会の挨拶の後、会長を議長に議事が行われました。 

日比野会長の総会閉会宣言に引き続き、懇親会が行われました。久保顧問によ

る乾杯の後、岩田次期会長の中締めまで歓談が行われました。 

平成13年度の事業報告（大野幹事長）・会計報告（矢口幹事） 

（内容は会報5号に掲載済）の説明・質疑とその承認 

平成13年度会計監査報告（正田会計監査）とその承認 

平成14年度事業計画（大野幹事長）・予算案（矢口幹事）の説明・質疑と

その承認 

平成15－16年度の役員案（大野幹事長）の説明とその承認 

（平成15－16年度役員名簿については本号に別掲） 

（1） 

 

（2） 

（3） 

 

（4） 

1.

会報の発行 

定時総会の案内を兼ね、平成14年9月に第5号を発行した。 

2.

関西支部総会の開催 

平成14年7月13日（土）午後6時より、京都のロシア料理「キエフ」で開催されま

した。（この様子は、会報第5号に掲載済です。） 

3.

幹事会の開催 

活動運営を行うにあたって、必要に応じ、電子メールで検討しました。 

4.

卒業生を励ます会の共催 

平成15年3月24日（月）、卒業式の後、千葉大学大学会館において、情報画像

工学科画像系との共催で、日比野会長出席のもと、就職担当の小林範久助教

授の司会で行われました。 

5.

■2003年度（平成15年度）事業計画案　※幹事会：平成15年5月13日（火） 

■画像工学同窓会 2002年度（平成14年）度会計報告 

定時総会および懇親会の開催 

平成15年9月27日（土）　定時総会としては第7回 

東京ビックサイト・IGAS2003会場内 

1.

技術講演会の開催 

総会の前に開催する計画。第4回。 

（平成１4年4月１日～平成15年3月3１日） 

2.

会報の発行 

第6号の発行。8月の予定。 

3.

関西支部総会・懇親会の開催 

平成15年7月12日（土） 

京都、ロシア料理「キエフ」 

4.

卒業生を励ます会の共催 

平成16年3月23日（火）　千葉大学大学会館（予定） 

情報画像工学科画像系との共催 

5.

● 収入の部 

内　訳 決　算 

前年度繰越金 8,824,180 ・ 

・ 

・ 

総会会費 

工学部同窓会より活動費 

年会費・寄付 

利　息 

小　計 

130,000

110,000

1,057,000

1,206

1,298,206

合　計 10,122,386

● 支出の部 

● 次年度繰越金（平成１4年度残高）内訳 

内　訳 決　算 

委員会費 30,000

・ 

・ 

・ 

新卒者を励ます会 

総会経費 

通信費 

会誌編集発行費 

次年度繰越金 

170,000

227,955

567,286

208,436

8,693,240

定期預金（千葉銀行） 7,000,000

普通預金（千葉銀行） 619,411

郵便振替 978,730

現　金 95,099

活動費 111,000

支部活動推進費 100,000

雑　費 294

慶弔費 14,175

小　計 1,429,146

合　計 10,122,386

・ 合　計 8,693,240

岩田　克彦（昭和36年） 
大同印刷（株）会長 

会 　 長  

山岡　亞夫（昭和37年） 
千葉大学教授 

前原　東二（昭和47年） 
公認会計士前原事務所所長 

副 会 長  

役 員 名 簿  任期＝平成15年4月1日～平成17年3月31日 ※（ ）内は卒業年 



年会費納入のお願い 

平成14年度に、下記の皆様よりご寄付を戴きました。厚く御礼申し
上げます。 
 
【10口】柏村寿一（昭和30年）・小川圭一（昭和33年）・丹羽喜郎（昭

和37年） 

【9口】永谷宗次（昭和22年）・正田章（昭和39年） 

【5口】三浦英徳（昭和39年）・大野隆司（昭和40年）・宮川澄夫（昭

和57年） 

【4口】井下広（昭和15年）・一里山泰造（昭和20年）・栗原一成（昭

和24年）・山司康雄（昭和29年）・長谷川泰政（昭和30年）・大野

信（昭和37年）・木村太郎（昭和42年）・内田忠伸（昭和43年）・平

野幸和（昭和58年）・村田靖彦（平成9年）・ 

【3口】日高芳典（昭和24年）・高田康二（昭和30年）・山田溪（昭

和33年）・森島毅（昭和35年）・今城力夫（昭和36年）・沼野博文（昭

和39年）・金田知加夫（昭和50年）・平賀祐二（昭和55年）・岩崎

賢太郎（平成2年）・貫井義昭（平成3年） 

【2口】久保宏子（特別）・大塚幹雄（昭和5年）・戸村久義（昭和16

年）・中原雄太郎（昭和16年）・根本鋭雄（昭和16年）・江越壽雄（昭

和22年）・鈴木元治（昭和22年）・鈴木俊男（昭和23年）・奥貫信（昭

和24年）・飯田均（昭和25年）・小貫秀雄（昭和25年）・亀岡勇（昭

和25年）・久保走一（昭和26年）・須長祥浩（昭和26年）・関根慶

治郎（昭和26年）・佐久間悌（昭和29年）・梅原剛（昭和30年）・藤

沢次（昭和31年）・岩瀬一美（昭和32年）・清水伸一（昭和32年）・

土屋元彦（昭和33年）・三位信夫（昭和33年）・小野正和（昭和34

年）・柿崎謙介（昭和35年）・市川勝道（昭和36年）・岩田克彦（昭

和36年）・中川英文（昭和38年）・莅戸進（昭和38年）・日比野繁

雄（昭和39年）・渡辺惇（昭和39年）・富沢彰一（昭和40年）・坂本

洸二（昭和41年）・山崎孝（昭和41年）・神本喜之（昭和41年）・滝

島武夫（昭和42年）・半田隆治（昭和42年）・大久保孝雄（昭和42

年）・熊坂建吾（昭和42年）・滝島健治（昭和42年）・照井與泰（昭

和44年）・高梨幸雄（昭和45年）・原口米夫（昭和46年）・池田正

雄（昭和48年）・小川春雄（昭和48年）・斉藤誠（昭和48年）・佐藤

晴邦（昭和48年）・鈴木進（昭和49年）・山本真理（昭和50年）・足

立俊和（昭和54年）・芝木儀夫（昭和54年）・岡本実（昭和56年）・

浅井禎和（昭和57年）・石谷優典（昭和57年）・岩崎弥平次（昭和

57年）・石部光昭（昭和58年）・橘川千里（昭和58年）・菊井伸介（昭

和59年） 

【1口】広橋亮（特別）・水澤伸也（特別）・宮武敏夫（昭和6年）・生

三信雄（昭和11年）・松原鋭彦（昭和12年）・相原次郎（昭和16年）・

土方英彦（昭和17年）・老川元薫（昭和20年）・土田俊一郎（昭和

22年）・蛭海進（昭和22年）・木村功（昭和24年）・中村正一（昭和

24年）・川又健一（昭和25年）・岡田貢（昭和26年）・當間章雄（昭

和26年）・原誠（昭和26年）・野本拓夫（昭和26年）・接待健一（昭

和28年）・小松康世（昭和29年）・金子実（昭和29年）・北村維敏（昭

和29年）・竹原悟（昭和29年）・鈴木洋（昭和30年）・武田市太郎（昭

和30年）・岩井實（昭和30年）・野本林（昭和30年）・設楽清（昭和

32年）・鈴木章方（昭和32年）・蛯原富司也（昭和32年）・高柳英

麿（昭和33年）・木城茂雄（昭和33年）・平本泰章（昭和33年）・会

田源吾（昭和34年）・安藤邦郎（昭和34年）・境野誠哉（昭和34年）・

深津和彦（昭和34年）・吉田昌義（昭和34年）・伊藤尹一（昭和35

年）・熱田利一（昭和35年）・小池秀人（昭和35年）・内田浩二（昭

和36年）・小林恒典（昭和36年）・田邉功（昭和36年）・宗像力兄（昭

和36年）・高橋登志雄（昭和36年）・高橋敏彦（昭和36年）・田口

英明（昭和36年）・堀越征一（昭和36年）・青木節夫（昭和36年）・

家木健至（昭和37年）・橋本博（昭和37年）・亀岡正（昭和37年）・

三村一俊（昭和38年）・川口勇（昭和39年）・豊田芳州（昭和40年）・

山本昌平（昭和40年）・広井敏男（昭和41年）・菅原大作（昭和41

年）・片岡亨（昭和41年）・久保田豪（昭和41年）・堀越仁（昭和41

年）・斉藤光範（昭和42年）・白石朗（昭和42年）・炭谷武（昭和42

年）・高橋寿昭（昭和42年）・緑川洋行（昭和42年）・北島徹（昭和

43年）・中土昭理（昭和43年）・桐原有一（昭和43年）・土屋宜司（昭

和43年）・程谷隆（昭和43年）・森田克己（昭和43年）・青木隆男（昭

和44年）・中津井久（昭和44年）・玉井正義（昭和44年）・碇洋二（昭

和45年）・斉藤延夫（昭和45年）・広瀬祐三（昭和45年）・鈴木武

夫（昭和45年）・白鳥真太郎（昭和46年）・岩本日出生（昭和46年）・

塚越初雄（昭和47年）・寺沢賢一（昭和47年）・島博昭（昭和48年）・

伊東郁男（昭和48年）・定田明（昭和48年）・加藤信行（昭和49年）・

森田章嗣（昭和49年）・伊藤文夫（昭和49年）・野崎和夫（昭和49

年）・足立純一（昭和50年）・下川原厚男（昭和51年）・古屋幸一

郎（昭和51年）・征矢明彦（昭和52年）・奥村信悟（昭和52年）・金

子徹（昭和52年）・村上博高（昭和52年）・小田透（昭和53年）・小

出哲司（昭和53年）・吉岡正臣（昭和53年）・末光尚志（昭和53年）・

奥村正志（昭和53年）・川島誠（昭和53年）・平林俊樹（昭和55年）・

渡辺幸保（昭和55年）・茂田一郎（昭和56年）・鈴木敦（昭和56年）・

谷本啓介（昭和56年）・若山裕康（昭和56年）・緒方俊文（昭和57

年）・村上佳久（昭和57年）・川上晴子（昭和59年）・中澤克紀（昭

和59年）・宮田弘幸（昭和59年）・厚見透（昭和59年）・西川悟（昭

和59年）・杉本裕之（昭和59年）・石井啓友（昭和60年）・小宅光

行（昭和60年）・寺西英司（昭和61年）・福元正俊（昭和62年）・丸

山美恵子（昭和62年）・貞国元志（昭和63年）・永田智久（昭和63

年）・永田ひとみ（昭和63年）・大野幸治（平成2年）・塚越俊二（平

成2年）・中村幹（平成2年）・浜田聡（平成3年）・板井泰弘（平成5

年）・日比野哲也（平成6年）・草野敦志（平成8年）・鈴木慎也（平

成8年）・金木真人（平成8年）・大井宏友（平成9年）・松永直之（平

成9年）・長岡亜希（平成10年）・西川晶子（平成10年）・橋本昌樹

（平成10年）・北川航（平成12年）・近藤宏治（平成12年）・水野達

也（平成12年）・梶谷美保（平成13年）・若麻績一毅（平成13年） 

 

 

※敬称略、（ ）は卒業年。 

同 窓 会 か ら の お 知 ら せ 

　情報画像工学科画像材料コース・画像システムコースを平

成16年3月に卒業する学生を囲み、懇談会を行う予定です。

情報画像工学科画像系と画像工学同窓会の共催で、卒業式

（学位授与式）の終了後に行います。皆様是非ご参加下さい

ますようお願い致します。 

平成16年3月23日（火） 

午後2時頃 

千葉大学学生会館 

予定日時： 

 

予定場所： 

　会報発行などの同窓会の活動運営は、主に会員の皆様か

らの年会費でまかなわれております。正会員の皆様には、同封

の振込用紙にて年会費（1,000円）を納入下さいますようお願

い申し上げます。 

　なお、情報画像工学科卒業生（平成14年3月および平成15

年3月の卒業生）には、在籍時の所属コースに関係なく、卒業

生全員に送付いたしております。年会費の納入にご協力下さ

いますようお願い申し上げます。 

卒業生を励ます会 


